
Ⅲ．事業参加後に取組を行わなかった理由（b．事後活動非参加者向け） 

 

47 
 

３．取り組んでみたい北方領土をテーマにした活動／理由 

行ってみたい取組としては「ＳＮＳでの情報発信」が最も高い数値となった。 

 

Q14．あなたが北方領土をテーマにした（関連した）取組を行うと仮定した場合、取り組んでみた

いと思うものを以下のなかからお選びください。（複数回答可） 
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＜職業別：取り組んでみたい北方領土をテーマにした活動＞ 
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ク、インスタ
グラ厶、
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YouTube
など）での
情報発信

学校・大
学 の授
業・行事、
職場、所
属団体な
どでの報
告・発表
等

署名活動
への参
加、開催

友人・知
人、学校・
職場・地
域の人な
どとの集ま
りや会話
での話題
提供

新聞、雑
誌、テレ
ビ、ラジオ
などを通じ
た情報発
信

自治体の
行事・広
報誌など
への協力

手紙、年
賀状など
への記載

その他 取り組み
たいと思う
ものは特に
ない

無回答
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取り組んでみたい理由として、ここでも「手軽」、「発信」がキーワードとして見受けられる。 

 

Q14．あなたが北方領土をテーマにした（関連した）取組を行うと仮定した場合、取り組んでみた

いと思うものを以下のなかからお選びください。 

 

理由 件数
SNSでの情報発信 79

多くの人に発信できる・多くの人の目にとまるから・世界中に発信できる
手軽に行える・身近
（SNS、ネットは）多くの人が利用しているから
顔を見られることなく発信できる・匿名で発信できる

学校・大学の授業・行事、職場、所属団体などでの報告・発表等 36
多くの人に発信できる・知ってもらう、興味を持ってもらうことができるから
学習や授業に活かせるから
手軽に行える・取り組みやすい

署名活動への参加、開催 28
手軽に行える・取り組みやすい
多くの人に発信できる・知ってもらう、興味を持ってもらうことができるから
北方領土問題に関する活動に参加できてよかった・貢献できるから

友人、知人、学校・職場・地域の人などとの集まりや会話での話題提供 25
多くの人に発信できる・知ってもらう、興味を持ってもらうことができるから
手軽に行える・身近
自分で話すことによって、より詳細に伝えることができる

新聞、雑誌、テレビ、ラジオなどを通じた情報発信 13
多くの人に発信できる・知ってもらう、興味を持ってもらうことができるから
顔を見られることなく発信できる・匿名で発信できる
手軽に行える・取り組みやすい

自治体の行事・広報誌などへの協力 11
多くの人に発信できる・知ってもらう、興味を持ってもらうことができるから
手軽に行える・取り組みやすい

手紙、年賀状などへの記載 1
もっと身近に感じてもらえるよう事業や取組に参加したい

取り組みたいと思うものは特にない 4
時間に余裕がないため
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